
         

静明院と篤誠院 
小城市立歴史資料館テーマ展 

展示案内 

職員による展示解説を行います。 

○各回11：00～、13：00～ 

○2019.10.26、11.16、11.30（※）、12.7、

12.14、2020.1.11 

※11.30は午前のみ展示解説を行います。 

 

 

静明院は京都で生まれ、小城藩6代藩主鍋島直員のもとへ嫁ぎました。篤誠院は小城藩７代 

藩主鍋島直愈の娘で、鹿島藩９代藩主鍋島直彜のもとへ嫁ぎました。篤誠院にとって静明院 

は祖母に当たります。今回のテーマ展では、静明院と篤誠院という2人の女性を収蔵資料から 

紹介します。 

 

 

 

 

―小城へ嫁いだ女性・小城から嫁いだ女性― 



Ｎｏ. 資料名 時代 作者 内容 所蔵

1 久丸書状 江戸時代
後期

久丸→静明院

久丸は静明院の娘で京都の
正親町家に嫁いだ久菊の
子。祖母にあたる静明院に
年頭の挨拶をしている。

館蔵

2
鍋島麟太郎
書状

江戸時代
後期、
6月15日

鍋島麟太郎（直
知）→静明院

叔父の鹿島藩8代藩主鍋島
直宜が参府した際、訪問し
て話をしたことを報告。

館蔵／
西家文
書

3
鍋島麟太郎
書状（合装
軸）

江戸時代
後期、
9月23日

鍋島麟太郎（直
知）→不明

静明院が痛みを訴えている
ことについて、(多忙の中)
ひんぱんに(静明院の看護
に)出向いてくれているこ
とへの礼を述べている。

館蔵／
西家文
書

4 手拭掛 江戸時代
後期

―

篤誠院の婚礼道具。篤誠院
は小城藩７代藩主鍋島直愈
の娘で、鹿島藩9代藩主鍋
島直彜に嫁いだ。手拭掛を
収納する箱には篤誠院のも
のであることがはっきりと
書かれている。

館蔵

5
長崎御往来
日記

文政7
（1825）
年5月

日出島二左衛門

佐賀藩主の名代として、小
城藩9代藩主の鍋島直尭が
長崎警備の巡見を行ったと
きの記録。5月11日に直尭
一行が鹿島に宿泊したと
き、藩主親子および姉の於
篤（篤誠院）から見廻を受
けたことが書かれている。

寄託／
日出島
家文書

6
小城鍋島家
系図

江戸時代
後期

不明

初代藩主鍋島元茂から9代
藩主鍋島直尭までの系譜が
書かれている。

館蔵
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